


日本教育工学会研究会   https://www.jset.gr.jp/study-group/ 
研究会の開催 

 

テーマ 教育の情報化／一般 
●日  時：2020 年 10 月 25 日（日） 
●会  場：オンライン開催 

※常葉大学での現地開催は中止とします． 
●担  当：

プログラム                  発表時間：発表 1 件につき 24 分（発表 19 分，質疑 5 分） 
オンライン開催の方法については，学会 HP に掲載しています． 

参加申し込みは 10 月 16 日 17:00 までに学会 HP にて行って下さい． 

 

10:00-10:05 諸連絡 

10:05-11:45 午前の部 

    
A1) オンデマンドと同時双方向を組み合わせたオンラインライティング科目が学生に与える効果の検

討 
福山佑樹，西口啓太，三井規裕，時任隼平（関西学院大学） 

A2) コロナ禍におけるオンラインを活用した新しい看護実習方法の提案 
相撲佐希子（修文大学），石井成郎（一宮研伸大学），春田佳代，諏訪美栄子，東山新太郎， 
中村美奈子，森下智美，村山友加里（修文大学），鈴木裕利（中部大学）， 
澤野弘明（愛知工業大学） 

A3) 授業・教育プログラムのオンライン化から見えた実効性の高い教育方法および産学連携教育の今

後の展望 
村重慎一郎，榊原朱梨，藤井篤之（アクセンチュア株式会社），鈴木貴人（ふたば未来高校） 

A4) 音楽実技科目の遠隔授業（オンライン）における課題と授業デザインの検討 
山下真由美（函館短期大学） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
B1) 教員養成課程の学生が構想する G Suite を活用した授業実践に関する分析 

三井一希，荒川詠美，鈴木美森（常葉大学），佐藤和紀（信州大学），中川哲， 
堀田龍也（東北大学大学院） 

B2) 教員が情報活用能力に関する指導状況を自己評価するためのチェックリストの作成 
村上唯斗，高橋純（東京学芸大学大学院） 

B3) 教員が求める ICT を活用した授業支援の具体 －ICT 活用教育支援員の必要性－ 
炭村紀子，藤村裕一（鳴門教育大学大学院） 

B4) 経済統計グラフを通した小学校社会科教科書の比較から考察するＲＥＳＡＳの利用可能性 
藤崎聖也（信州大学） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
C1) 社会的な問題を教育的手段で解決するための教育技術の体系化 

松田稔樹（東京工業大学／江戸川大学） 
C2) 「自己調整」の育成と評価を支援するツール開発にむけて 

大崎貢，市村尚史（上越教育大学附属中学校），河野麻沙美（上越教育大学大学院） 
C3) PBLBOK を基とした高等学校「総合的な探究の時間」における PBL 知識体系の開発 

田中将哉，佐藤克己（東京学芸大学大学院），中村勝一（福島大学），宮寺庸造（東京学芸大学）  
C4) 地域図書館における英文多読の現在の探究 
 後藤隆昭（九州看護福祉大学） 
C5) 解決策提案型 PBL のサポート科目へのプロジェクトマネジメント単元の導入 

長田尚子（立命館大学），貝増匡俊（神戸女子大学） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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13:05-13:10 委員会挨拶・諸連絡 

13:10-15:15 午後の部① 
A5) 留学生対象アカデミックライティングクラスのオンライン化 

阪上彩子，北村亜耶，村岡未歩（立命館大学） 
A6) 図形問題の解法手順の形式化とその自動生成 

多田舜一，菅野太郎（東京大学大学院） 
A7) 幼児教育における ICT 活用の促進要因と阻害要因 

廣瀬三枝子，藤村裕一（鳴門教育大学大学院） 
A8) 問題解決的統計データ分析の総合演習用ゲーミング教材 

岡田佳子（芝浦工業大学），松田稔樹（東京工業大学） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
B5) プログラミング教育の演習を受けた教育学部生への事後調査 

森下孟，谷塚光典，村松浩幸（信州大学） 
B6) 主体的・対話的な学びを意図した数学授業における生徒の情意面の変容－自己効力感，内発的価

値，学習時の不安感に着目して－ 
島智彦，羽生田玄樹（神奈川学園中学高等学校），渡辺雄貴（東京理科大学） 

B7) 1 人 1 台端末環境の学級における PC 活用の場面・頻度・時間に関する分析 
南條優，池田彩乃，手塚和佳奈，三井一希（常葉大学），佐藤和紀（信州大学） 

B8) 主権者のためのメディア・情報・リテラシールーブリックの開発研究－日本人の大学生を対象に－ 
朱誉，笠井俊信（岡山大学大学院） 

B9) 教員の集合研修の転移モデルの検証 
泰山裕（鳴門教育大学大学院），寺嶋浩介（大阪教育大学），時任隼平（関西学院大学）， 
藤井佑介（長崎大学） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
C5) オンライン授業におけるキャリア教育の設計と実践 

田中洋一（仁愛女子短期大学） 
C6) コロナ禍で見えてきた遠隔授業の可能性と課題 

戸田就介（同志社大学），川田敬子（同志社大学大学院），川田隆雄（同志社女子大学） 
C7) 専門学校における iBut システムを利用した情報モラル教育の実施報告－インターネット社会に向

けて－ 
木崎悟（日本工学院八王子専門学校） 

C8) 日本の知財教育史（１） 
世良清（三重県立四日市商業高等学校） 

C9) 小中学生は新型コロナの下でどのように学んだか－学習履歴と学習塾による実力テストの結果か

ら－ 
松田岳士（東京都立大学），木本充，山下彰洋（学研塾ホールディングス） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 15:25-17:05 午後の部② 

 
A9) 小学校におけるクラウド学習ツールと Web 会議システムを活用した遠隔校内研修の試行 

佐藤和紀（信州大学），三井一希，手塚和佳奈（常葉大学），柴田隆史（東京福祉大学）， 
堀田龍也（東北大学大学院） 

A10) 中学校音楽科鑑賞における動画授業と対面授業における生徒の認識および言語表現の比較と考

察  
井上寛士（茨城大学教育学部附属中学校） 

A11) 教科「情報」における「情意・態度等」の学力の醸成を目的とした振り返りの共有活動の実践と

評価 
平田篤史（広島大学附属福山高等学校） 

A12) 初等中等教育のコンピュータサイエンス教育とカリキュラムの特徴に関する検討 
小田理代（東北大学大学院），登本洋子（桐蔭学園高等学校），山本朋弘（鹿児島大学大学院），

Japan Society for Educational Technology

13



 

堀田龍也（東北大学大学院） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
B10) 大学院生の研究生活における躓きと乗り越え 

森玲奈（帝京大学），村上正行（大阪大学） 
B11) gradSERU を用いた大学院生の学習・研究活動の把握と国際比較 

和嶋雄一郎（大阪大学），森玲奈（帝京大学），村上正行（大阪大学） 
B12) 学校インターンシップカリキュラムの開発に向けた実践と検討 

峯村恒平，山本礼二（目白大学），枝元香菜子（金沢学院大学），渡邉はるか， 
藤谷哲（目白大学） 

B13) 高大一貫教育における「学びがい」の違いに関する研究 
時任隼平，豊原法彦，平林孝裕（関西学院大学），田淵結（関西学院千里国際中等部高等部） 

● 発表時間：当研究会は会員・非会員による討論の場を作ることを目的として開催してきました．討論

時間を確保するために，持ち時間 24 分において質疑応答の時間を５分以上は確保していただいており

ます．よろしくご理解願います． 
● 事前参加登録：オンライン実施のため，10 月 16 日 17:00 までの事前参加登録を必須とします．学会

HP を参照下さい． 
● 参加費用：参加費は無料です．研究会報告集の年間予約購読代金（3,000 円）を支払済みの本学会会員

以外の方は，報告集代として 1,000 円を事前登録時にお支払い下さい．報告集は後日郵送されます． 
 
研究会の発表募集  テーマ：学習支援システム/一般 
●日  時：2020 年 12 月 12 日（土） 
●申込締切：2020 年 10 月 12 日（月）17 時 

●会  場：オンライン開催（担当：倉田伸） 
●原稿提出：2020 年 11 月 12 日（木）17 時 

●募集内容： 
現在，文部科学省が提案した GIGA スクール構想で示さ

れている１人１台のパソコン環境が全ての学校現場で整備

されています．また，新型コロナウイルスの関係上，初等

中等教育だけでなく高等教育においても，対面での授業や

講義を実施せず，オンライン学習を積極的に行っています．

このような状況下では，パソコンを活用することを前提と

した学びが必須となります．そのような学びを充実させる

には，学びを支援する学習環境構築は必要不可欠であり，

そのための学習者の学びを支援するシステムの開発は重要

な課題の１つであると言えます． 
このような状況を背景に，本研究会では学習支援システ

ムに関する研究報告を募集します．また従来どおり，教育

工学一般に関する発表も募集します． 

●締切日時は“平日 17 時”です．ご注意下

さい． 

●原稿執筆：締切後１週間以内に，申込時に

登録されたメールアドレス宛てに執筆要項

をお送り致します． 
●原稿提出： 原稿の提出は PDF 形式で，研

究会 Web ページの「発表申込フォーム」よ

り，発表申込時に発行された「受付キー」を

使用してご登録下さい．なお，期限までにご

提出いただけない場合は，自動的に発表取消

となりますのでご注意下さい． 

新型コロナウイルス感染症に関する研究会の対応について 

新型コロナウイルス感染症に関する本学会の対応について（04 月 02 日公表） 
http://www.jset.gr.jp/news/news_oth_200402.html に従い， 
・感染拡大状況に応じて，研究会の現地開催を中止する場合があります．中止の場合は，随時本学会ホーム

ジに掲載いたします． 
・現地開催が中止の場合でも，オンラインで代替開催可能なものはオンラインで開催することがあります．

・イベント前に，必ず本学会ホームページをご確認下さい． 

年間予約購読のお勧め 

●年間購読：研究会報告集の年間予約購読価格は郵送料込みで 3,000 円です（当日売りは 1 冊 1,000 円 
と割高になります）．研究会の受付でも年間講読を受け付けております． 
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日本教育工学会論文誌 特集号 論文募集（第二報） 
「特集：初等中等教育のデジタルトランスフォーメーション」 

 

世界各地の初等中等段階の教育において，デジタルトランスフォーメーション（DX）への取り組み

が進んでいます．DX は，人々のこれまでの営みを単にデジタルへと置き換えるものではなく，その

対象を根底から変化させ，革新をもたらすものとされています．折しも新型コロナウィルス禍による

オンライン学習などの進展，文部科学省による GIGA スクール構想など，日本の学校教育・家庭学習，

塾や通信教育等のインフォーマル教育の間において DX への機運も高まってきました．本学会の会員

は，教育分野における DX に関わる研究に長く取り組んできた方も少なくありません．今日，学会と

してそれを特集号テーマに掲げ，理論的・実践的な研究知見を集約し，国内外に広く示していくこと

が求められていると考えます．DX のための基礎的な研究も含めて，皆様の研究の成果をご投稿くだ

さいますよう，よろしくお願い申し上げます． 

  

1．対象分野 

本特集号で募集する論文テーマについて例示します．DX に関して，初等中等段階の教育の様々な

分野で行われている教育活動の設計・実践・評価についての研究を募集いたします．また，DX です

ので，下記の例示にとらわれない新分野の研究や，一方で基礎的・基盤的な研究など，DX に関わる

様々なテーマを幅広く対象とします． 

（1）授業における ICT 活用，オンライン教育，協調学習，アクティブラーニング，アダプティブラ

ーニング，ゲーミフィケーションなどの授業や教授，それらを主柱とする教育方法・学習環境に

関する実践と評価 
（2）ラーニングアナリティクス，校務情報化などの教育データの活用に関する設計・実践・評価 
（3）AI（人工知能），AR/VR/MR，IoT などの先端技術の教育分野における活用に関する設計・実践・

評価 
（4）デジタル教科書などのデジタル教材に関する設計・実践・評価 
（5）e-learning や LMS などの学習システムに関する設計・実践・評価 
（6）プログラミングや情報モラルなどの情報活用能力やメディア・リテラシーに関する設計・実践・

評価 
（7）DX に関する，あるいはこれに資する教員養成，教員研修の設計・実践・評価 
 

２．募集論文の種類 

通常の論文誌と同様に，「論文」「システム開発論文」「教育実践研究論文」「資料」「寄書」を募集し

ます．それぞれの論文種別については，投稿規定をご覧ください．論文の査読は，通常の論文誌の場

合と同じです．ただし，査読は２回限りとし，編集委員会が示した掲載の条件を修正原稿で満たさな

い場合は採録になりません．「ショートレター」として既に掲載されている内容を発展させて「論文」

として投稿することも可能ですが，単に分量を増やして詳細に説明しただけでは発展させたことにな

りませんのでご注意ください．なお，本特集号へ投稿された論文が特集号編集委員会にて対象分野外

と判断された場合には，一般論文として扱うことになります．あらかじめご了承下さい． 

 

３．論文投稿締め切り日（2021 年 11 月発行予定） 

論文投稿締切は 2021 年の２月初旬になる予定です．詳しい締切日などは，News Letter や学会 Web
サイトで告知します． 

 

４．論文投稿の仕方 

原稿は，「執筆の手引」（https://www.jset.gr.jp/journal/instructions-for-authors/）に従って執筆し，

学会ホームページの会員専用 Web サイトから電子投稿して下さい．郵送による投稿は受け付けてお

りません． 
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５．問い合せ先 

日本教育工学会事務局  

 

６．特集号編集委員会 

特集号編集委員長 高橋純（東京学芸大学） 

特集号副編集委員長  稲垣忠（東北学院大学） 

特集号幹事         泰山裕（鳴門教育大学），鷹岡亮（山口大学），山本朋弘（鹿児島大学） 
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ショートレター増刊号論文募集のお知らせ（第一報） 
日本教育工学会論文誌 vol.45 Suppl.の発行 

論文受付締切：2021 年 04 月 01 日（木）17:00 
 

日本教育工学会論文誌 vol.45,Suppl.は，年１回発行されるショートレターの増刊号です．奮ってご

投稿下さい． 

投稿規定に記述しているように，以下のようになっていますのでご注意下さい． 

 

1. ショートレターは，教育工学に関する，実践的な研究成果，新しい試みやその結果等，教育シス

テム開発等を記述したもの．新規性（オリジナリティ）は必ずしも高くなくても，実践研究の方

法と成果を明確に記述したものです． 

2. 刷り上がり４ページ厳守です．（４ページを超えるものは採録しない） 

3. 筆頭著者（ファースト・オーサー）は本学会会員であることが条件です．あるいは，筆頭著者が

投稿時に入会手続きおよび会費納入等をすることが必要です．なお，各会員はショートレターを

年１編に限り投稿できます． 

4. 2021 年 12 月に発刊の予定です 

 ショートレターの内容については，例えば，以下のような内容が考えられます． 

 

・全国大会や研究会で発表した内容をまとめたもの 

・教育システム開発や教育実践をベースにした実践と知見をまとめたもの 

・教育工学研究としての速報的な内容 

・卒業論文や修士論文等としてまとめた内容，など 

 

なお，ショートレターとして掲載されたものを一層充実させて，論文あるいは資料としての条件を

満たすように記述したものは，論文あるいは資料に投稿できます． 

ページ数が限られていることから，タイトル，著者，内容については十分厳選の上，ご執筆下さい． 

特に，ショートレターの趣旨から，多人数の連名著者はさけて下さい．研究全体がプロジェクトチ

ームによる共同研究であっても，実際にショートレターの限られた内容に直接携わり，執筆した研究

者にして下さい． 

 

ショートレターの査読日程予定 

（2021 年度）： 
04 月 担当及び査読者の指名 

05 月 編集委員会で査読進捗状況の確認 

07 月 編集委員会で採録，返戻の第１回決定 

09 月 編集委員会で採録，返戻の第２回決定 

10 月 最終原稿の提出 

11 月 著者校正 

12 月 ショートレター増刊号発行予定 

 

投稿の仕方： 

原稿は，「投稿規程」と「原稿執筆の手引」(https://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従って執

筆し，学会ホームページの会員専用 Web サイトより電子投稿して下さい．会員の ID とパスワードが

必要です．投稿論文は電子投稿でのみ受け付けています． 

 

問い合わせ先： 

日本教育工学会事務局 

電子メール：  

Tel：03-5549-2263 

Japan Society for Educational Technology

17



 

SIG-05 オープンエデュケーション・ゲーム学習 

オンライン輪読会の開催報告 
●日時：2020 年 07 月 20 日（月）19:00-20:00，08 月 25 日（火）19:00-21:00， 
    08 月 28 日（金）19:00-21:00，09 月 08 日（火）19:00-21:00，09 月 10 日（木）19:00-21:00， 
    09 月 15 日（火）19:00-21:00，09 月 25 日（金）19:00-21:00，09 月 29 日（火）19:00-21:00 
●会場：Zoom 
●参加者数：14 名 
●テーマ： Handbook of Game-Based Learning の輪読 
●プログラム： 

07/20：オリエンテーション（藤本徹 東京大学） 
08/25：１章 Theoretical Foundations of Game-Based and Playful Learning（藤本徹 東京大学） 
     ２章 Games as Playful Learning: Implications of Developmental Theory for Game-Based 

Learning（神楽坂やちま 42.gifts） 
08/28：３章 Types of Engagement in Learning with Games（福山佑樹 関西学院大学） 
    19 章 Games for Workforce Learning and Performance（池尻良平 東京大学） 
09/08：６章 Motivational Foundations of Game-Based Learning（古堅裕章 九州看護福祉大学） 
    ９章 Self-Regulation and Reflection during Game-Based Learning（長田啓史 東京大学） 
09/10：11 章 Narrative in Game-Based Learning（村岡千種 北海道科学大学） 
    16 章 Game-Based Learning in Science, Technology, Engineering, and Mathematics 

（森田裕介 早稲田大学） 
09/15：15 章 Emerging Design Factors in Game-based Learning: Incentives, Social Presence, 

and Identity Design（明石萌子 千葉大学） 
    13 章 Collaboration and Competition in Game-Based Learning（李縁舟 横浜国立大学） 
09/25：21 章 Games for Assessment（淺田義和 自治医科大学） 
    ８章 Instructional Support, Feedback, and Coaching in Game-Based Learning 

（村川弘城 日本福祉大学） 
09/29：18 章 Games for Enhancing Cognitive Abilities 

（木口恵理子 八王子学園八王子中学校・高等学校） 
    ５章 Emotional Foundations of Game-Based Learning（坂井裕紀 武蔵野学院大学） 

 
本オンライン輪読会は，ゲーム学習の最新知見を知ると同時に議論を深め，概要について広く発信

していくことを目的に開催した．輪読文献は，2020 年に Jan L. Plass, Richard E. Mayer, and Bruce 
D. Homer が編者で刊行した Handbook of Game-Based Learning （The MIT Press）である． 

本輪読会については，SIG-05 のコアメンバーである藤本徹，福山佑樹，池尻良平の３名が運営を行

い，参加希望者を募った上で，Zoom 上で実施した．プログラムについては，上記プログラムの通り，

オリエンテーションを含めて８回開いた．オリエンテーション以外では，１人１章を担当してレジュ

メを作成・共有し，１時間で報告と議題に沿った議論を行った．14 名の報告を通して，ゲーム学習の

最新の理論，学習効果に関する最新の検証結果，ゲーム学習の機能的特徴やデザインの知見が共有で

き，今後の方向性や課題についての議論が深まった．なお，本輪読会のレジュメについては 10 月以

降に SIG-05 のナレッジフォーラム（http://jset-sig-gbloe.cloudblog.jp）にアップロード予定である． 
 

   
文責：池尻良平（東京大学） 
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SIG-10 コンピテンシースタンダードと能力評価手法の開発 

第８回研究会『情報教育研究会』開催報告 
●日時：2020 年 08 月 17 日（月）13:00～15:00 
●会場：江戸川大学（駒木キャンパス）Zoom ウェビナー 
●参加者数：72 名 
●テーマ：「データサイエンスをどう扱うか」 
●プログラム： 

１）「社会におけるデータサイエンス教育の体系化と必修化の背景」 
    渡辺美智子（慶應義塾大学） 

２）「情報社会の問題解決とデータアナリシス」 
    松田稔樹（東京工業大学／江戸川大学情報教育研究所） 

３）「問題解決に統計手法を活用させるためのゲーミング教材の開発」  
玉田和恵・山口敏和・小原裕二・松尾由美（江戸川大学） 
神部順子（高松大学）  竹村徳倫（東京工業大学） 
岡田佳子（芝浦工業大学）星名由美（日本女子大学）   

４）講評：萩生田伸子（埼玉大学） 
毎年，江戸川大学情報教育研究所との共催で行っている研究会であるが，今年はコロナ禍の影響で

オンライン開催となった．時間が短縮されたが，逆に，全国から多くの参加者を迎えることができた． 
プログラムの 1）では，昨今関心が高まっている「データサイエンス」がなぜ必要になったのか，

どのようにデータを活用する必要性があるのかについて，2）では，「統計教育のための縦糸・横糸モ

デル」が紹介され，一般教育・市民教育と専門教育との違いを明確にすべきとの指摘の後，前者のた

めに，モデルに基づいて問題解決にデータを活用する力を育成する方法が提案された．続く 3）では，

2）の指導法を具現化するために開発されたゲーミング教材について，簡単な紹介と体験の機会が提供

され，4）では大学での実践もふまえた講評がされた．研究会終了後には懇談セッションを設定し，講

演者と参加者が情報教育とデータサイエンスについて活発な議論を行った． 
 
SIG-10 コンピテンシースタンダードと能力評価手法の開発 

第９回研究会『サイエンスセミナー』開催報告 
●日時：2020 年 08 月 19 日（水）13:00～15:00 
●会場：江戸川大学（駒木キャンパス）Zoom ウェビナー 
●参加者数：62 名 
●テーマ：「with コロナ時代のキャリア教育と STEM」 
●プログラム： 

１）「with コロナ時代のキャリア教育と STEM」 
  野村泰朗（埼玉大学 教育学部／江戸川大学情報教育研究所） 

フロアメンバーと「えんぴつプログラマー」キットで実演 
２）「STEM 教育とプログラミング教育」 
  武善紀之（日出学園中学校・高等学校） 

簑輪幸一（台東区立金曾木小学校） 
小川裕也（千葉県柏市立柏第三小学校） 

３）中高生による研究発表 
江戸川大学情報教育研究所との共催で，上記研究会を行った．最初に，今後のプログラミング・STEM

教育のあり方についての講演，次に，鉛筆でプログラミングができる「えんぴつプログラマー」の実

演が⾏われた．その後，⼩・中・高校でのプログラミング・STEM 教育に関する実践発表が⾏われた．

後半は，⾼校⽣が，自分たちの開発した「学習アプリ」や「教室のカギ開閉管理システム」に関する

プログラミング研究の発表を行った．多くの参加者から「具体的な教材や事例が⼤変参考になった」

「STEM 教育の⼤切なポイントについて学ぶことができた」などの感想が寄せられた． 
 

文責：玉田和恵（江戸川大学）・松田稔樹（東京工業大学） 
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SIG-06 協調学習·学習科学 

『学校の教育ビジョンを実現する ICT 活用研究会 2020 

―１人１台環境の先導的な取り組みと 

コロナ禍における教育の在り方―』開催報告 
●日時：2020 年 08 月 22 日（土）13:00～17:00 
●会場：オンライン開催 
●参加者数：62 名 
●主催：魅力ある学校づくり研究会 
●後援：日本教育工学会 SIG-06（協調学習·学習科学） 
●参加校：洗足学園小学校，上越教育大学附属中学校，三田国際学園中学・高等学校， 

東京成徳大学中学・高等学校，松阪市教育委員会・松阪市立三雲中学校， 
聖徳学園中学・高等学校 

本研究会では，Apple Distinguished School 認定校を中心とした学校に登壇していただき，１人１

台の iPad を活用した実践の取り組み，評価について，最新の取り組みの報告を行った．前半では，学

校現場の視点，教育工学の視点それぞれから，学校の教育ビジョンを実現するために，授業やカリキ

ュラムそして評価に ICT がどのように寄与できるかについて報告した． 
洗足学園小学校は「ビジョンに基づく実践と効果」の題名で，学校のビジョンと iPad の実践事例，

及び，その効果検証の結果について報告した．東京成徳大学中学校は「下町私立が iPad で「学び」を

変える」の題名で，教員研修の様子や子供たちが探究活動や表現活動に iPad を用いた実践事例，及

び，その効果について，質問紙調査の分析結果をもとに報告した．聖徳学園中学・高等学校は「創造

性を高めるには？」の題名で，コロナ禍のオンライン授業と対面授業の中で実践されてきた取り組み

と成果について，データをもとに報告した． 
松阪市立三雲中学校は「iPad がある学校～公立学校としてのチャレンジ～」の題名で，１人１台の

iPad を活用した実践事例について紹介し，その後，松阪市教育委員会から「iPad を用いた／学びを

｢創る」松阪市の教育に向けて｣の題名のもと，自治体の取り組みについて説明した． 
上越教育大学附属中学校は「AI 時代を主体的・共創的に生き抜く生徒の育成～自己調整，創造性，

人間性に着目して～」の題名で，長期的に活用してきた１人１台の iPad の実践事例と，子供たちの自

己調整，創造性，人間性を高める授業デザイン，及び，今後の展望について報告した．三田国際学園

は「生徒と共に未来を創るための授業デザインと評価」の題名で，iPad を活用した実践事例と，ビジ

ョンをもとにした評価のあり方について，事例とともに報告した． 
後半では，ICT を効果的に活用して，革新的な学校の教育ビジョンを実現していくためのポイント

や，コロナ禍の中でいかに主体的・対話的で深い学びを実現してきたか（していくか），どのような教

育評価を行うべきかについて，パネルディスカッションを行った． 
第１に，「ICT を効果的に活用して，革新的な学校の教育ビジョンを実現していくためのポイント

は？」について議論した．結果，ビジョンを明確にしてビジョンに合わせること，なぜその学びが必

要であるかを考えること，管理職の理解や教員のスキルを向上させることについて発言がなされた． 
第２に，「コロナ禍の中でいかに主体的・対話的で深い学びを実現してきたか（していくか）？」に

ついて議論した．これについて，どういう授業のタイプがいいのかなど模索しながら，ビジョンに向

かって取り組むこと，オンラインという時代に入ってきたということをチャンスと捉えて，今までの

対面の授業をそのままオンライン授業に展開するのではなく，本当にやらなくてはならない講義に絞

ることや，生徒とのディスカッションも，今ここで教員と生徒が同期しているからこそやるべきこと

をやるという意見が出された． 
第３に，「どのような教育評価を行うべきか？」について議論した．これについて，これまでのテス

ト評価やレポート評価を見直し，プレゼンテーションやルーブリックを用いたポートフォリオ評価，

学習プロセスを可視化して評価することについて発言がなされた． 
 

文責：北澤武（東京学芸大学）・益川弘如（聖心女子大学） 
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SIG-06 協調学習・学習科学 & SIG-08 メディア・リテラシー，メディア教育  

合同ワークショップ開催報告 
●日時：2020 年 09 月 11 日（金）13:00～16:45 
●会場：Zoom & Google Classroom 
●参加者数：44 名 
●テーマ：「ポスト真実の世界における児童生徒・学生の思考力向上：認識的認知の成長」 
●講師：クラーク・A.・チン（ラトガース大学教育学研究科教授） 
●プログラム： 

１）認識的認知（epistemic cognition）と AIR モデルの概観 
２）分析：児童生徒・学生の認識的認知を理解するための AIR モデルの適用 
３）４つの典型的なデジタル社会の課題と，必要な指導上の改善 

 
認識的認知（epistemic cognition）とは，大まかに言えば，人々の知り方（ways of knowing）や考

える方法（ways of thinking）のことである．つまり，人々がどのようにして知識を理解し，どのよう

に知ることや考えることを調整したり理解したりしているかに関する認知である．人々は，何かを知

ろうとするとき，どのようなことを知りたい，どのようなことを考えたい，という目標を持つ．たと

えば，COVID-19 対策であれば，予防のためにやればよいことを知りたい，という目標もあるし，ど

うしてそのようにすれば予防できるのかという仕組みを知りたい，ということもあり得る．この違い

によって目標を達成するやり方や取り組み方は変わることになる．こうした認識的目標（epistemic 
aims）を作り，それに向けて取り組み，達成するまでに働く，全ての認知のことを認識的認知と呼ぶ． 

近年，フィルターバブル，フェイクニュース，さまざまな論争がインターネット上で行き交う世の

中において，ふさわしい情報の認識と活用をする力を育む認識的成長（epistemic growth）に関心が

寄せられている．理解を深めるために証拠を使ったり，より正当性のある議論を構築したり，他の人

と一緒に知識を構築したりできるようになることが認識的成長では期待される．諸外国では，学習科

学，科学教育や歴史教育，メディア・リテラシーなどの領域で，重要な研究課題となっている． 
こうした現状を踏まえ，認識的認知の研究の第一人者であるクラーク・A.・チン先生をお迎えして

ワークショップを開催した．ワークショップの目標は，チン先生の開発した認識的認知を捉える枠組

みである AIR モデルを使って，児童生徒・学生の認識的成長をどのように確認するのか，また指導に

おいてどのような改善を行う必要があるのかについて体験的に学ぶことである．AIR モデルとは，認

識的認知を，認識する上での目標と何を重要なものと見なすか（Aims and values），その目標が達成

されるかどうかを判断する規準（Ideals），高い成功率で目標を達成するために情報や知識を得るプロ

セス（Reliable processes）の３つの構成要素で捉える枠組みである． 
ワークショップでは，まずチン先生から AIR モデルについて概説をしていただいた後，望ましい児

童生徒・学生の思考（ふさわしい AIR（Apt AIR））を引き出すための教育の必要性について説明して

いただいた．その上で３つの対話のトランスクリプトを読みながら，対話の中に現れる彼らの A, I, R
を抽出する活動をグループに分かれて行った． 

次に，具体的な教育の改善の方向性につい

て，４つの典型的なデジタル社会の課題（フェ

イクニュースの広がり，誰でも専門家気取りに

なれる世の中，科学やマスメディアなどの社会

的組織に対する不信感，知る方法に関して生じ

る相違）を取り上げた．４つのうち３つの課題

については話し合いの中で何が課題なのかを

見出した後，チン先生による現状の解説と，教

育に必要な改善のためのデザイン原則の提案

が行われた．最後に，質疑応答が行われてワークショップは盛会のうちに終了した． 
今回のワークショップにおけるチン先生の講演は，日本語訳を字幕等で付した上で，SIG-06 の Web

サイト（https://sites.google.com/view/jsetsig06）で公開予定である．  
文責：望月俊男（専修大学） 
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SIG-11 情報教育 第 18 回研究会 

『大学生に対する情報リテラシーの達成状況について』開催報告 
●日 時：2020 年 09 月 11 日（金）14:00～15:30 
●会 場：Zoom によるオンライン開催 
●プログラム 

第 1 部 分野ごとに報告 
  大学生のリテラシーチェック－情報機器の操作－ 橋本はる美（摂南大学） 
  大学生の情報リテラシー達成状況 「問題解決」「情報分析」小棹理子（ソニー学園湘北短期大学） 
  情報リテラシー知識確認テストにおける情報分析・問題解決分野の正解率についての検討 

   中田美喜子（広島女学院大学） 
  大学生に対する情報リテラシーの達成状況について 糟谷咲子（岐阜聖徳学園大学短期大学部） 
  情報モラル分野と総合得点及び情報機器の所有状況との関連性について 加納寛子（山形大学） 

第 2 部 全体討論 
●参加者：15 名 

SIG11では，今年度，高等教育に焦点をあてた情報リテラシーのカリキュラム作成の検討のために，

高校の情報学修の習熟度確認の質問紙作成と調査を行った．質問紙は，情報モラル・情報通信技術・

情報機器の操作・情報分析・問題解決・情報システム・情報の歴史の７つの分野で高校教科書を参照

し，問題を作成した．本研究会では，質問紙調査の分析結果を報告した．報告内容を以下に抜粋する． 
小棹は，2025 年度以降の大学の初年次科目『情報リテラシー』の内容を検討する一助とするために，

高等学校教科『情報』のうち，「問題解決」「情報分析」の習熟状況について報告した． 
中田は，問題解決・情報分析の分析結果から，正答率が高い問題と低い問題を比較することで，学

習が深い項目と浅い項目に分類できることを探った．協力学生から，「大学入学時点で忘れているた

め，今回の質問紙調査で復習ができた」との声があったと報告した． 
糟谷は，大学生を対象に実施した情報リテラシーチェックテストの回答内容を分析した結果，情報

システム・情報セキュリティ分野の正答率が全体の中で低いことがわかった．単純な知識を問う問題

に比べ，複数の仮定を組み合わせ推論する思考力・判断力を問う問題の正答率が特に低いことがわか

った．このことから，問題数を増やす以外に，思考力・判断力を問う複合問題を出題することによっ

て学生のリテラシー習熟度の確認精度を上げられないかが，今後の研究課題である，と報告があった． 
加納は「情報モラル分野と情報リテラシー総合得点及び情報機器の所有状況との関連性について」

というタイトルで報告した．情報モラル分野の得点と他分野の得点との相関は r=0.78 で，高い相関が

見られたが，情報機器の所有状況とは全く相関が見られなかった．すなわち，情報モラルを身につけ

ている人が，情報機器を使っているとは限らず，コロナデマやフェイクニュース，誹謗中傷など，情

報モラルの欠如した情報機器の利用を減少させるためには，情報モラル教育の徹底した普及の必要性

が示唆された．（図１参照） 
全体討論では，情報モラルについて大学生だけでなく，30 代や 40 代のデータを用いて親と子のリ

テラシーの比較をしてはどうかと意見があった．また，高校の事例として教科書中心ではなく，SNS，
特に LINE に関するモラル教育を中心に行っている現場の状況がわかり有意義な時間を持てた． 

我々は，今回の質問の解説ビデオを作成し，質問紙調査に協力した学生に対するフィードバックを

行った．（URL:https://sites.google.com/view/sig11/）  

 
文責：橋本はる美（摂南大学） 

図１ 情報モラル×総計の散布図 
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SIG-07 インストラクショナルデザイン 

『GB4 をただひたすら読む会』開催報告 
●日時：2020 年 09 月 24 日（木）10:30～25 日（金）13:00 
●会場：オンライン（Zoom） 
●参加者数：16 名 
●プログラム： 

日にち 時間 内容 担当者 
09 月 24 日 10：30-10：40 開会挨拶・諸注意など 高橋暁子 

10：40-11：20 第１章 嶋田みのり 
11：20-12：00 第９章 甲斐晶子 
12：00-12：30 休憩 
12：30-13：10 第８章 高橋暁子 
13：10-13：50 第３章 石田百合子 
13：50-14：30 第 14 章 石川奈保子 
14：30-15：10 第 11 章 阿部真由美 
15：10-15：50 第 12 章 名知秀斗 
15：50-16：30 第 13 章 市川尚 
16：30-17：00 監訳者への質問タイム 鈴木克明先生 

（休止） 
21：00-21：40 第４章 稲垣忠 
21：40-22：20 第６章 高林友美 
22：20-23：00 第７章 田中宏明 

09 月 25 日 09：20-10：00 第５章 根本淳子 
10：00-10：40 第２章 蒋妍 
10：40-11：20 第 10 章 杉浦真由美 
11：20-12：00 第 15 章 高橋暁子 
12：00-12：30 ランチョンセッション１：監訳者への質問タイム 鈴木克明先生 
12：30-13：00 ランチョンセッション２：ラップアップ 全員 

 
 

SIG-07（インストラクショナルデザイン：Instructional Design，ID)では，「学習者中心の教育を

実現するインストラクショナルデザイン理論とモデル（鈴木克明監訳，北大路書房）」の発刊を記念し

て，緊急企画として読書会を行いました．本書は，原著が緑色の表紙であることから通称グリーンブ

ック（GB）と呼ばれているシリーズの第４弾になります． 
プログラムの通り，１章あたり 40 分として，担当者による概要の発表と参加者全員でのディスカ

ッションを行いました．全章を通して，タイトル通り「学習者中

心の教育」を実現するための普遍的原理，状況依存的原理が紹介

されておりました．１人では理解が難しかった内容も，ディスカ

ッションや監訳者への質問タイムを経て理解が深まったように

思います．本書は ID に関心がある方のみならず，教育に関わる

すべての方にお勧めしたい書籍だと感じました．また，最も参加

者が多かったのが 21 時以降の夜セッションであり，今後のオン

ラインイベントの運営の参考にしたいと思いました． 
各 章 の 概 要 発 表 に 用 い た ス ラ イ ド は SIG-07 の Web サ イ ト

（https://sites.google.com/view/jset-sig-id）にて公開しております．今後の SIG-07 の

イベント情報もありますので，ぜひご覧下さい． 
 

文責：高橋暁子（徳島大学） 
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SIG-06 協調学習・学習科学 トークセッション 

『国際学習科学学会年会に発表原稿を通すためには？』開催案内 
 
●日時：2020 年 10 月 08 日（土）17:00～18:30 
●会場：Zoom 
●対象：国際学習科学学会年会（学習科学トラックと CSCL トラックがあります）での発表・投稿に 
    興味のある方 

●参加者数：100 名程度（Zoom の参加者数制限に依存します） 
●テーマ：「ISLS 国際会議に発表原稿を通すためには？」 
 
 ISLS2021（国際学習科学学会年会，2021 年 06 月 07 日～11 日@ドイツ Bochum）の発表原稿締切

は，2020 年 11 月 06 日（金）（GMT-8）です．アメリカ大統領選挙の結果，締切の延長があるかもし

れませんが，期限までおおよそ１ヶ月と少しとなります（https://2021.isls.org/）． 
 そこで，「ISLS 国際会議に発表原稿を通すためには？」というテーマで，これまで採択された経験

を持つ若手からベテランまで数名のメンバーが，原稿を書くときにどんなことに気をつけている（た）

か，を語り合うイベントを開催します．参加者はトークを聴きながら，チャットなどで質問していた

だき，それを拾い上げながら，ISLS 国際会議に投稿するためのコツについて考えていきます． 
 この内容は録画して，できる限り早く SIG の Web ページ（https://sites.google.com/view/jsetsig06）
で公開します．ニューズレター刊行時にはライブイベントは終了していますが，是非ご覧下さい． 
 なお，ISLS2022 は，広島県広島市で 2022 年 06 月 06 日～10 日に開催されます．来年のドイツも

（フルオンラインまたはハイブリッドで行われ，時差も考慮してプログラムを編成予定です），再来年

の日本での会議にも，ぜひ日本教育工学会の皆さんから，たくさんの投稿・発表をお待ちしておりま

す． 
●申込：https://forms.gle/fJ9tHSnf65i7hKF1A 

文責：望月俊男（専修大学） 
 
SIG-13 STEM 教育 第 5 回研究会 

『STEM/STEAM 教育の学習モデル／カリキュラム構築』開催案内 
 
●日時：2020 年 10 月 31 日（土）16:30～17:30（※終了後オンライン懇談会を予定しております） 
●会場：Zoom ビデオウェビナーによる Web 開催 
●対象：STEM/STEAM 教育に興味を持つ研究者，教員，学生等 
●参加者数：20 名程度 ※Zoom の仕様上，PC からの参加を推奨します 
●テーマ：テーマ：「STEM/STEAM 教育の学習モデル／カリキュラム構築」 
 竹中真希子（大分大学）から大学における STEAM 教育の実践事例を紹介します．事例で取り扱っ

たハンズオンコンテンツをベースとして，初等中等教育の STEM/STEAM 教育モデルを検討したり，

高等教育のカリキュラム構築に向け SDGs との統合を模索したりすることを通して，教育工学的な見

地から STEM/STEAM 教育のカリキュラムデザインについて一緒に考えましょう．STEM/STEAM 
教育に関心を持っている，または，実践を行っている皆様のご参加をお待ちしております． 
●プログラム： 

第 1 部 16:30～16:40 開催の挨拶，SIG 活動報告（森田裕介，早稲田大学） 
第 2 部 16:40～17:10 STEM/STEAM 教育の実践事例紹介（竹中真希子，大分大学） 
第 3 部 17:10～17:30 ディスカッション，まとめ 

●申込：https://forms.gle/KfS2ot9wv9i8B91v6  
文責：江草遼平（明治学院大学） 
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SIG-01 高等教育・FD / SIG-07 インストラクショナルデザイン 

『大学教員のためのＦＤ研修会（オンラインワークショップ）』

開催案内（第２報） 
 

この研修会は，日本教育工学会がこれまでの知見を活用し，大学教育の授業改善や教員の授業力向

上へ寄与しようと，2008 年度から実施されているものです．本研修会の修了要件を満たした方には学

会より認定書を発行し，本研修を修了したことを証明します．本年度の研修内容は，2011 年度から好

評である内容を踏襲し，「大学授業デザインの方法－１コマの授業からシラバスまで－」をテーマに開

催いたします． 
感染症の終息が見込めない状況を踏まえ，本年度は 11 月～01 月にかけてフルオンラインで実施す

ることとしました．ぜひ奮ってご参加下さい．なお，昨年度までの FD 研修会修了者向けのファシリ

テーター研修は，本年度は行いません．認定ファシリテーター向けの添削者研修は実施する予定です． 
 
【FD 研修】 
●対象：高等教育機関の教員（非常勤講師も含む），高等教育機関の教員を目指す学生の方 

※高等教育機関で授業を行う予定のない方のお申し込みはご遠慮下さい． 
●スケジュール： 

2020 年 11 月 13 日（金）～2020 年 12 月 12 日（土） 事前課題（Moodle） 
2020 年 12 月 13 日（日）13:00～17:00 オンラインワークショップ（Zoom） 
2020 年 12 月 14 日（月）～2021 年 01 月 31 日（日） 事後課題（Moodle） 

●定員：20 名（申し込み着順で，定員になり次第，締め切ります．） 
●参加費：2,000 円（学会員），3,000 円（学会員以外） 
●テーマ：「大学授業デザインの方法－１コマの授業からシラバスまで－」 
●内容： 
参加者それぞれが授業実践事例を持ち寄り，オンラインワークショップ形式で行います．授業のデ

ザインに関する問題意識の明確化，授業のデザインに関する情報・課題の共有などから議論を始め，

「何を誰に教えようとしているのか」，「どんな方法で教えるのか」，「続けたい点・変えたい点は何

か」などをグループで議論しながら授業の改善案を考えていきます．オンライン授業の方法に特化

したワークショップではありません．これまで同様，シラバスや授業全体を対象に改善案の検討を

行います． 
●準備物： 
高等教育機関において授業実践を行っている参加者は，自分の授業のシラバス，授業資料（スライ

ド，プリント，板書ノートなど）など，授業に関する資料を用意して下さい．学生等で未だ高等教育

機関において授業実践を行っていない，もしくは今後実施する予定の参加者は，実施することを想

定した授業デザインに関する資料を用意して下さい．詳細は事前課題でご案内します．なお，シラバ

ス・授業資料等は LMS 上で他の受講者と共有することをご承諾下さい． 
●認定書：最終レポートを提出し，合格した修了生には，日本教育工学会から認定書が授与されます． 
●申し込み： 
＜会員用＞ 
会員専用ページ「入金確認・支払」より 
（最下部の「事前申込項目」から「2020 年度 大学教員のための FD 研修会」を選択して支払いに

進んで下さい） 
https://www.jset.gr.jp/pg/member_s/charge_detail.php 
 
＜非会員用＞ 
https://www.jset.gr.jp/collection/index.php 
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【添削者研修】 
●参加条件（下記３つをすべて満たすこと）： 

1）日本教育工学会の会員であること 
2）過去に FD 研修・ファシリテーター研修を受講し認定ファシリテーター証が授与されてい

ること 
3）添削者研修の事前課題・最終レポートを提出する意思があること 

●スケジュール： 
FD 研修と同じです．オンラインワークショップには認定ファシリテーターとしてご参加いた

だきます． 
●定員：５名（申し込み着順で，定員になり次第，締め切ります．） 
●参加費：2,000 円 
●申し込み： 
会員専用ページ「入金確認・支払」より 
（最下部の「事前申込項目」から「2020 年度 大学教員のための FD 研修会（添削者研修）」を選択

して支払いに進んで下さい） 
https://www.jset.gr.jp/pg/member_s/charge_detail.php 
 
 
【企画者等】 
●企画：SIG-01（高等教育・FD），SIG-07（インストラクショナルデザイン） 
●コーディネータ： 
【SIG-01】岩﨑千晶（関西大学）・遠海友紀（東北学院大学）・勝又あずさ（関西学院大学）・ 

根本淳子（明治学院大学）・松河秀哉（東北大学）・村上正行（大阪大学）・ 
森幹彦（法政大学）・渡辺雄貴（東京理科大学） 

【SIG-07】市川尚（岩手県立大学）・甲斐晶子（熊本大学）・杉浦真由美（北海道大学）・ 
高橋暁子（徳島大学）・渡邉文枝（東北大学） 

●認定ファシリテーター： 
上田和子（武庫川女子大学）・木村美奈子（九州共立大学）・鈴木浩子（明星大学）・ 
矢島孔明（人間総合科学大学）・山田勝洋（名古屋女子大学短期大学部） 
●監修：鈴木克明（熊本大学・日本教育工学会会長） 
●幹事：高橋暁子（徳島大学），甲斐晶子（熊本大学） 
 
【お問合せ先】 
●高橋暁子 

文責：高橋暁子（徳島大学） 
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日本教育工学会第 18 期第 15 理事会議事録 
 
日時：2020 年 08 月 25 日（火）～31（月） 
場所：電子メールによる 
出席：理事  鈴木克明 会長，赤倉貴子 副会長，堀田龍也 副会長，山内祐平 副会長， 

室田真男 事務局長，新井健一，稲垣忠，岩﨑千晶，大久保昇，小柳和喜雄，北澤武，

木原俊行，向後千春，高橋純，寺嶋浩介，永田智子，西森年寿，根本淳子，姫野完治，

益子典文，松河秀哉，村上正行，森田裕介，望月俊男，山田政寛 
監事     山西潤一，吉崎静夫 
総務委員会  池尻良平 

（合計28名） 
 
1. 前回の理事会，臨時理事会議事録の承認について 

第 18 期第 14 回理事会議事録，および第 18 期臨時理事会（07/31～08/06）議事録について原案

が提示され，承認した． 
2. 新入会員の承認について 

会員の移動状況について報告があり，承認した．2020 年 08 月 31 日現在の総会員数は 3,193 名

となった． 
3. 各種委員会から 

(1) 編集委員会 
学会誌発行予定について，報告があった． 

(2) SIG 委員会 
SIG 委員の交代について，承認した． 

(3) 大会企画委員会-春 
鳴門教育大学大会（2022 年春）の開催日について検討中であること，2021 年春季全国大会

シンポジウムが検討中であること，オンライン開催の意思決定時期について 10 月の理事会で

審議すること，および広告の募集について，報告があった． 
4. その他 

(1) 郵送物を確認した． 
(2) 今後の理事会日程を確認した． 
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日本教育工学会第 18 期 16 回理事・評議員会（合同）議事録 
 
日時：2020 年 09 月 11 日（金）17:00～18:00 
場所：遠隔会議システム（zoom）による 
出席：理事  鈴木克明 会長，赤倉貴子 副会長，堀田龍也 副会長 

室田真男 事務局長，稲垣忠，大久保昇，小柳和喜雄，北澤武，向後千春，高橋純， 
寺嶋浩介，永田智子，西森年寿，根本淳子，姫野完治，松河秀哉，村上正行， 
森田裕介，山田政寛 

評議員    江木啓訓，大浦弘樹，大山牧子，加藤浩，岸磨貴子，重田勝介，瀬戸崎典夫， 
高橋暁子，時任隼平，豊田充崇，深見俊崇，藤本徹，益川弘如，森本康彦，渡辺雄貴 

監事     山西潤一，吉崎静夫 
将来構想 WG 美馬のゆり 

（合計 37 名） 
 

1. 前回の理事会議事録の承認について 
第 18 期第 15 回理事会議事録と第 18 期第 16 回理事会評議員（合同）会議事録について原案が提

示され，承認した． 
 
2. 各種委員会から 

(1) 顕彰委員会 
研究奨励賞の推薦について依頼があった． 

(2) 選挙管理委員会 
第 19 期役員選挙の開票結果について報告があった． 

(3) 大会企画委員会（春） 
2021 年春季全国大会について説明がなされ，学生会員の参加費は無料にすることと，春大会

の詳細はメール審議とすることを承認した． 
 

3. 総務・会計 
後援依頼について承認した． 
 

4. 今後の学会運営について 
今後の学会運営について意見交換がなされた． 

 
5. その他 

(1) 郵便物を確認した． 
(2) 今後の理事会日程を確認した． 

以上 
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日本教育工学会第 18 期臨時理事会（09/26～10/01）議事録 
 
日時：2020 年 09 月 26 日（土）～10 月 01 日（木） 
場所：電子メールによる 
出席：理事   鈴木克明 会長，赤倉貴子 副会長，堀田龍也 副会長，山内祐平 副会長， 

室田真男 事務局長，新井健一，稲垣忠，岩﨑千晶，大久保昇，小柳和喜雄，北澤武，

木原俊行，向後千春，高橋純，寺嶋浩介，永田智子，西森年寿，根本淳子， 
姫野完治，益子典文，松河秀哉，村上正行，森田裕介，望月俊男，山田政寛 

監事      山西潤一，吉崎静夫 
総務委員会   池尻良平 

 (合計 28 名) 
 
1. 議事：日本教育工学会 2021 年春季全国大会について 

日本教育工学会 2021 春季全国大会について，「1．2021 年春季全国大会のオンライン開催」，「2．
学生会員の事前申込による参加費無料」，「3．当日申込の受付実施」，「4．一般会員の連続参加割

引の継続」，「5．企業展示の実施」，「6．企業展示実施に伴う全体プログラム修正」の６点を承認

した． 
 
2. その他 

今後の理事会日程について確認した． 
 

以上 
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日本教育工学会第 19 期会長，理事，監事，評議員の報告 

 
正会員と名誉会員あてに，役員の半数改選の選挙を公示し，2020 年 09 月 06 日（日）に投票を締

め切り，2020 年 09 月 07 日（月）に開票した．その結果，次のように役員候補者が確定したので，

報告する．次の役員候補者は，代議員および役員候補者として新法人へ報告される． 
任期は定款第 24 条により，会長は２年（2023 年代議員総会まで），理事，監事は４年（2025 年

代議員総会まで．第 19 期で８年目を迎える役員（※）は 2023 年代議員総会まで）である．評議員

は 2021 年１月に設立される新法人の代議員として選任される予定で，任期は代議員として選任され

た後，４年後（2025 年）の代議員選挙の終了の時までとする． 
なお，参考までに，留任理事，留任監事，留任評議員の名簿も記載する． 
 
会 長（１名） 
１．堀田龍也 
 
理 事（12 名）（五十音順） 
１．赤倉貴子 ２．緒方広明 ３．小柳和喜雄 ４．重田勝介 ５．瀬戸崎典夫 
６．根本淳子 ７．姫野完治 ８．益川弘如 ９．美馬のゆり 10．室田真男 
11．森田裕介（※） 12．森本康彦 
 
監 事（１名） 
１．鈴木克明 
 
評議員（10 名）（五十音順） 
１．市川尚 ２．稲垣忠 ３．木原俊行 ４．合田美子 ５．佐藤和紀 
６．寺嶋浩介 ７．仲谷佳恵 ８．伏木田稚子 ９．谷塚光典 10．脇本健弘 
 
［参考］ 
留任理事（12 名）（五十音順，2023 年代議員総会まで） 
１．岩﨑千晶 ２．大久保昇 ３．北澤武 ４．向後千春 ５．高橋純 
６．永田智子 ７．西森年寿 ８．益子典文 ９．松河秀哉 10．村上正行 
11．望月俊男 12．山内祐平 
 
留任監事（１名）（2023 年代議員総会まで） 
１．吉崎静夫 
 
留任評議員（10 名）（五十音順，2023 年代議員選挙終了まで） 
１．池尻良平 ２．江木啓訓 ３．大浦弘樹 ４．大山牧子 ５．影戸誠 
６．加藤浩 ７．高橋暁子 ８．田口真奈 ９．時任隼平 10．豊田充崇 
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新入会員（2020 年 07 月 09 日～2020 年 08 月 23 日） 
入会申込者 28 名（正会員：19 名、准会員：５名、学生会員：４名） 

 

正会員（19 名）  

西条正樹(びわこ成蹊スポーツ大

学) 

三好雅之(鳥取大学) 

吉岡利浩(大阪教育大学) 

岩舩尚貴(上越教育大学) 

堤健人(山口大学) 

渕上ゆかり(大阪大学) 

JenkinsAdam(静岡理工科大学) 

白石よしえ(近畿大学) 

大西琢也(東京学芸大学附属小金

井中学校) 

福田スティーブ利久(文教大学) 

村重慎一郎(アクセンチュア株式

会社) 

成瀬彰(豊中市立第十三中学校) 

小林徹也(茨城県立竜ヶ崎第一 

高等学校附属中学校) 

矢野良一(大阪薬科大学) 

崎濱栄治(多摩大学) 

上村聡(ペンサイエンス合同会社

教育計画研究所) 

中村かおり(拓殖大学) 

杉山葵(函南町立東小学校) 

戸田就介(同志社大学) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

准会員（５名） 

吉岡学(金沢大学) 

関陽介(徳島大学) 

吉田亮平(福岡国際医療福祉大

学) 

加藤達也(静岡市立安東小学校) 

大矢真佳(内田洋行) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生会員（４名） 

北中浩之(和歌山大学大学院) 

森本秀樹(熊本大学大学院) 

赤川郁子(早稲田大学) 

岡田貴子(早稲田大学大学院) 
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担当副会長　：赤倉 貴子（東京理科大学）

広報副委員長：高橋 純（東京学芸大学）
広報委員長　：小柳和喜雄（関西大学）

　幹事：深見 俊崇（島根大学）
　幹事：脇本 健弘（横浜国立大学）
 
 
　委員：島田 希（大阪市立大学）

中村 恵（畿央大学）

会長 鈴木 克明（熊本大学）

9

広報副委員長：光原 弘幸（徳島大学）

東京都港区赤坂１-９-１３
 　　三会堂ビル８階

03-5575-5366
03-5549-2263

◎学会日誌
２０２０年１０月～２０２１年０５月
・	２０２０年１０月２５日（日）
	 �研究会「教育の情報化 /一般」（オンラインホスト：常
葉大学　静岡草薙キャンパス）　 オンライン開催

・	２０２０年１０月３１日（土）
	 �第 5回研究会『STEM/STEAM教育の学習モデル/カ
リキュラム構築』（ZoomビデオウェビナーによるWeb開催）

・	２０２０年１２月１２日（土）
	 �研究会「学習支援システム/一般」（オンラインホスト：
長崎大学　文教キャンパス）　 オンライン開催

・	２０２０年１２月１３日（日）
	 �『大学教員のためのＦＤ研修会（オンラインワーク
ショップ）』

・	２０２１年０３月０６日（土）～０７日（日）
	 �＜全国大会＞2021年春季全国大会（会場 : 関西学院
大学）　

・	２０２１年０５月２２日（土）
	 �研究会「STEAM教育/一般」（会場：富山大学　五福
キャンパス）

◎国際会議の案内
２０２０年０９月～２０２１年０４月
・Innovate Learning Summit
	 http://www.aace.org/conf/summit/
	 (2020, 11/2 – 5, San Diego)
・AECT 2020 Virtual Conference
	 https://www.aect.org/
	 (2020, 11/2 – 7)
・Global Learn 2020
	 http://www.aace.org/conf/glearn/
	 (2020, 11/30 – 12/2, Cape Town, South Africa)
・TALE 2020
	 http://tale2020.org/
	 (2020, 12/8 – 11, Online)
・SITE 2021
	 https://site.aace.org/conf/
	 (2021, 3/29 – 4/2, San Diego)
・AERA 2021
	 ‌�https://www.aera.net/Events-Meetings/Annual-
Meeting/2021-Annual-Meeting-Theme

	 (2021, 4/9 – 11, Orlando, FL)

２45
２０20年 10月21日


